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「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」
に
と
っ
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国

は
頼
り
に
な
る
の
か
、な
ら
な
い
の
か
。
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合（
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
一
〇
ヵ
国
は
そ
れ
ぞ
れ
に
多
様
で
、
共
同
体
と
し
て
の

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
行
動
は
予
測
が
難
し
い
。
構
想
を
主
導
す
る
日
本
、

米
国
、
豪
州
、
イ
ン
ド
と
は
異
な
っ
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
は
民
主
主

義
・
法
の
支
配
・
市
場
経
済
は
、
国
ご
と
に
濃
淡
は
あ
る
も
の
の
徹

底
し
て
根
付
い
て
い
る
と
ま
で
は
い
え
ず
、
中
国
と
の
関
係
は
経
済

面
で
も
文
化
面
で
も
伝
統
的
に
根
深
い
。「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン

ド
太
平
洋
」
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
引
き
つ
け
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う

な
実
利
関
係
に
お
い
て
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
点
を
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
直

面
す
る
経
済
面
の
課
題
か
ら
整
理
し
て
み
た
い
。

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
政
治
経
済
の
発
展
レ
ベ
ル
は
多
様
で
あ
る
。

経
済
発
展
の
面
か
ら
い
え
ば
、
先
進
国
の
水
準
に
達
し
た
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
を
筆
頭
に
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
も
既
に

上
位
中
所
得
国
に
さ
し
か
か
り
、
工
業
化
期
を
越
え
た
課
題
に
向
き

合
い
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
を
工
業
化
型
高
度
成
長
期
に
あ
る
フ
ィ
リ
ピ

ン
が
追
う
（
先
行
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
）。
し
か
し
、
政
治
体
制
の
面

で
は
、
こ
れ
ら
の
国
々
は
独
立
後
そ
れ
ぞ
れ
に
民
主
主
義
的
プ
ロ
セ

ス
の
構
築
を
模
索
し
て
き
た
も
の
の
、
現
在
に
至
る
ま
で
安
定
的
に

定
着
し
て
い
る
と
ま
で
は
い
え
な
い
。

　

一
方
、冷
戦
後
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
参
加
し
た
イ
ン
ド
シ
ナ
諸
国（
後

発
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
）
は
、
経
済
面
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
を
除
け
ば
工

業
化
に
よ
る
高
度
成
長
に
向
け
て
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
で
、
所
得
水
準

も
低
位
中
所
得
国
以
下
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
開
発
資
金
の
多
く
を

海
外
に
依
存
し
、
国
内
セ
ク
タ
ー
の
非
効
率
と
マ
ク
ロ
経
済
の
不
安

定
性
を
抱
え
て
い
る
。
政
治
体
制
の
面
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
と
ラ
オ
ス

京
都
大
学
教
授

三
重
野
文
晴

み
え
の　

ふ
み
は
る　
一
九
九
二
年
一
橋
大
学
社

会
学
部
卒
、一
橋
大
学
経
済
学
研
究
科
修
了
。
博

士
（
経
済
学
）。
法
政
大
学
、
神
戸
大
学
を
経
て

現
職
。
専
門
は
ア
ジ
ア
経
済
、
経
済
発
展
論
、
開

発
金
融
論
。
著
書
に
『
金
融
シ
ス
テ
ム
改
革
と
東

南
ア
ジ
ア
』『
現
代
東
ア
ジ
ア
経
済
論
』『
ミ
ャ
ン
マ
ー

経
済
の
新
し
い
光
』
な
ど
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
経
済
基
盤
と

「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」

財
政
基
盤
が
脆
弱
な
A
S
E
A
N
諸
国
は
開
発
資
金
を
外
資
に
依
存
。

「
一
帯
一
路
」
な
ど
の
対
中
国
債
務
を
拡
大
さ
せ
て
い
る
。

先
進
国
並
み
の
経
済
水
準
を
追
う
先
行
諸
国
も
、

再
分
配
プ
ロ
セ
ス
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

体
制
間
競
争
と
な
り
か
ね
な
い
争
点
を
、
い
か
に
解
決
さ
せ
る
か
。
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は
明
確
に
社
会
主
義
一
党
独
裁
型
の
政
体
を
堅
持
し
て
お
り
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
冷
戦
後
そ
れ
ぞ
れ
に
民
主
化
を
試
み
て
、

し
か
し
今
、
そ
の
後
退
・
破
綻
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、

東
テ
ィ
モ
ー
ル
と
ブ
ル
ネ
イ
と
い
う
類
型
外
の
小
国
も
あ
る
。

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
を
、
大
雑
把
に
「
先
行
」
と
「
後
発
」
の
二
類

型
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
を
一
応
押
さ
え
た
上
で
、
し
か
し
地
域
経
済

に
共
通
す
る
課
題
と
は
何
か
を
考
え
て
み
よ
う
。
短
期
、
中
期
、
長

期
の
三
つ
に
分
け
て
整
理
し
た
い
。

中
期
的
課
題——

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
変
容
と
イ
ン
フ
ラ
原
資

　

日
々
報
道
さ
れ
る
時
事
的
話
題
か
ら
一
歩
引
い
て
、
一
〇
年
、

二
〇
年
の
中
期
的
課
題
か
ら
考
え
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
経
済

は
、
広
域
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
工
業
化
の
連
鎖
に
参
加
し
、
あ
る

い
は
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
で
豊
か
さ
を
追
っ
て
き
た
。
昨
今
の
世
界

的
な
政
治
経
済
環
境
の
変
調
の
中
で
、
そ
れ
を
持
続
す
る
た
め
の
主

な
課
題
は
二
つ
あ
る
。
第
一
は
、
な
に
よ
り
も
工
業
化
の
中
核
に
関

わ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
変
容
が
与
え
る
影
響
で
あ
る
。

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
製
造
業
の
工
程
分
業
体
制
の
深
化
と
自
由
貿
易

が
、
こ
の
四
半
世
紀
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
成
長
を
牽
引
し
て
き
た
。
そ

の
中
で
中
国
は
、
分
業
体
制
の
競
合
者
で
あ
る
と
と
も
に
拡
大
す
る

巨
大
市
場
で
も
あ
り
続
け
て
き
た
。
米
中
の
対
立
下
で
、
米
国
は
中

国
に
対
し
て
制
裁
関
税
を
課
す
と
と
も
に
、「
イ
ン
ド
太
平
洋
経
済
枠
組

み
（
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｆ
）」
の
構
想
に
よ
っ
て
、
技
術
・
デ
ー
タ
保
全
を
前
提

と
し
生
産
過
程
の
人
権
保
護
を
も
重
視
す
る
新
し
い
基
準
を
打
ち
出

し
つ
つ
、
ア
ジ
ア
の
自
由
貿
易
協
定
に
回
帰
す
る
動
き
を
見
せ
る
。

　

こ
う
し
た
変
化
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

リ
ッ
ト
の
両
面
が
あ
る
。
メ
リ
ッ
ト
は
、
北
東
ア
ジ
ア
・
先
進
国
の

多
国
籍
企
業
が
、
中
国
か
ら
の
生
産
拠
点
を
再
配
置
し
て
く
る
可
能

性
で
あ
る
。
こ
の
基
準
の
適
用
が
厳
格
化
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
半
導

体
産
業
で
既
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
多
国
籍
企
業
に
お
け
る
生
産
拠

点
の
先
進
国
回
帰
が
進
み
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
現
状
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
に
お
け
る
電
子
・
機
械
産
業
の
生
産
工
程
に
は
、
機
微
技
術
に
関

わ
る
要
素
は
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
影
響
は
さ
ほ
ど
大

き
く
は
な
く
、
む
し
ろ
、
低
技
術
工
程
の
中
国
か
ら
の
移
転
が
期
待

で
き
る
。
一
方
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
な
に
よ
り
も
輸
出
先
と
し
て
の

中
国
市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
制
限
さ
れ
て
く
る
可
能
性
で
あ
り
、
そ

の
イ
ン
パ
ク
ト
は
今
の
と
こ
ろ
予
測
で
き
な
い
。
生
産
面
で
も
、
縫

製
業
等
の
原
材
料
調
達
や
製
造
工
程
に
お
け
る
人
権
基
準
の
厳
格
化

に
よ
っ
て
、
生
産
工
程
に
お
け
る
中
国
と
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

分
断
が
進
み
、
生
産
効
率
に
負
の
影
響
を
与
え
る
懸
念
も
あ
る
。
中

国
市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
維
持
は
二
〇
二
〇
年
一
一
月
に
妥
結
し
た

「
地
域
的
な
包
括
的
経
済
連
携
協
定
（
R
C
E
P
）」
に
積
極
的
だ
っ
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た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に
と
っ
て
最
大

の
関
心
で
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
変
調
に
対

し
、
両
に
ら
み
の
様
相
で
あ
る
。

　

第
二
は
、
ま
だ
ま
だ
不
足
す
る
イ
ン
フ
ラ
建
設
へ
の
需
要
を
ど

う
満
た
し
て
い
く
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
東
南
ア
ジ
ア
で
は
、

二
〇
〇
〇
年
代
か
ら
コ
ネ
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
向
上
が
唱
わ
れ
、
鉄
道
・

道
路
、
港
湾
・
空
港
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
イ
ン
フ
ラ
の
不
足
が
認
識
さ

れ
て
き
た
。
一
〇
年
代
に
入
る
と
高
度
な
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が

急
が
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
先
行
・
後
発
諸
国
に
共
通

し
た
課
題
で
あ
る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
一
〇
年
代
の
半
ば

か
ら
こ
の
問
題
に
強
く
関
与
し
て
い
る
の
が
、
中
国
に
よ
る
「
一
帯

一
路
」
戦
略
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
イ
ン
フ
ラ
援
助
、
直
接
投
資
型

企
業
進
出
、
貿
易
拡
大
、
そ
し
て
外
交
へ
の
高
度
な
配
慮
が
渾
然
一

体
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
が
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
へ
の
イ
ン
フ
ラ
建
設
の

側
面
を
見
る
限
り
、
そ
の
需
要
に
適
し
た
国
際
協
力
の
要
素
を
多
分

に
持
っ
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
鉄
道
工
事
案
件
の
遅
れ
、
中

国
企
業
が
事
業
を
独
占
す
る
「
紐
付
き
」
援
助
の
問
題
な
ど
、
先
行

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
で
援
助
工
程
の
「
質
」
に
つ
い
て
の
問
題
が
往
々

に
し
て
指
摘
さ
れ
る
が
、
二
一
年
一
二
月
に
開
通
し
た
中
国
ラ
オ
ス

鉄
道
や
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
港
湾
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
後
発
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

諸
国
で
の
成
果
は
、
現
地
で
明
ら
か
に
歓
迎
さ
れ
て
い
る
。

　

中
国
の
「
一
帯
一
路
」
戦
略
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
援
助
に
対
抗
し
て
、

従
来
か
ら
の
援
助
の
担
い
手
で
あ
る
日
本
や
米
国
は
、
ア
ジ
ア
開
発

銀
行
も
動
員
し
て
「
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
」
援
助
で
対
抗
し
、
イ
ン

フ
ラ
援
助
に
お
け
る
国
際
競
争
が
顕
在
化
し
て
い
る
。
こ
の
流
れ
は

米
中
の
対
立
の
中
で
持
続
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国

は
当
面
の
間
、「
一
帯
一
路
」
の
規
模
と
ス
ピ
ー
ド
を
歓
迎
し
続
け

る
と
思
わ
れ
る
が
、
一
方
で
「
一
帯
一
路
」
の
援
助
プ
ロ
セ
ス
や
債

権
管
理
の
問
題
点
も
徐
々
に
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
の
点
で

「
公
正
な
」
援
助
の
管
理
的
・
技
術
的
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て
き
た

日
本
の
役
割
が
高
ま
る
局
面
が
出
て
く
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

マ
ク
ロ
的
な
観
点
か
ら
こ
の
問
題
に
つ
い
て
留
意
す
べ
き
こ
と

は
、
中
国
の
イ
ン
フ
ラ
援
助
の
規
模
は
、
戦
後
の
米
国
や
日
本
と
同

様
に
、
経
常
収
支
黒
字
＝
国
内
貯
蓄
超
過
の
関
数
で
あ
る
、
と
い
う

点
で
あ
る
。
地
政
学
的
な
環
境
変
化
は
横
に
置
く
と
し
て
も
、
中
国

経
済
の
成
長
率
の
低
下
に
よ
っ
て
、一
時
期
の
「
一
帯
一
路
」
の
ブ
ー

ム
は
沈
静
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
先
行
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
諸
国
の
経
済
発
展
は
基
本
的
に
中
国
と
同
様
の
段
階
に
あ
り
、

実
の
と
こ
ろ
、
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
以
降
は
国
内
貯
蓄
超
過
が
持
続

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
諸
国
は
、
本
来
は
イ
ン
フ
ラ
資
金

を
か
な
り
の
程
度
自
前
で
賄
え
る
は
ず
な
の
で
あ
る
。
先
行
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
諸
国
に
と
っ
て
、「
一
帯
一
路
」
型
の
イ
ン
フ
ラ
援
助
の
受
入
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れ
は
近
い
将
来
選
択
的
な
問
題
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
日
本
型
の

「
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
」
援
助
と
の
部
分
的
な
組
み
合
わ
せ
や
、
先

行
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
と
日
本
の
資
金
を
合
わ
せ
た
後
発
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

諸
国
へ
の
イ
ン
フ
ラ
援
助
協
力
と
い
っ
た
展
開
を
設
計
で
き
る
余
地

が
出
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

短
期
的
経
済
環
境—

—
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
外
貨
流
出

　

こ
う
し
た
中
期
的
な
課
題
を
抱
え
た
ま
ま
、
い
ま
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経

済
は
短
期
・
喫
緊
の
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
る
経
済
の
全
般
的
な
ダ
メ
ー
ジ

と
、
タ
イ
ミ
ン
グ
悪
く
そ
れ
に
重
な
る
米
国
の
金
融
引
き
締
め
の
影

響
で
あ
る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
続
い
た
二
〇
二
〇
～
二
一
年
は
、
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
は
観
光
業
な
ど
を
中
心
に
深
刻
な
打
撃
を
受
け
、
先

行
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
成
長
率
は
二
〇
年
に
は
通
期
で
マ
イ
ナ
ス

五
・
五
％
に
ま
で
落
ち
込
み
、
そ
の
間
、
金
融
緩
和
と
財
政
拡
大
に

よ
っ
て
経
済
が
下
支
え
さ
れ
た
。
二
二
年
半
ば
に
よ
う
や
く
回
復
す

る
基
調
に
あ
る
が
、
こ
の
間
に
累
積
し
た
財
政
部
門
の
債
務
と
金
融

緩
和
が
経
済
に
イ
ン
フ
レ
体
質
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
マ
ク
ロ
経
済

政
策
は
そ
の
中
で
金
融
引
き
締
め
と
両
立
さ
せ
な
が
ら
財
政
部
門
の

立
て
直
し
を
図
る
と
い
う
、
難
し
い
舵
取
り
に
向
き
合
っ
て
い
る
。

　

こ
の
課
題
は
、
世
界
に
共
通
し
た
も
の
で
あ
る
。
金
融
引
き
締
め

は
、
特
に
米
国
で
先
行
し
て
い
る
。
米
国
の
場
合
、
〇
七
年
の
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
極
端
な
金
融
緩
和（
非
伝
統
的
な
金
融
政
策
）

か
ら
の
巻
き
戻
し
と
い
う
抜
本
的
な
政
策
転
換
で
あ
る
こ
と
と
、
足

下
で
昂
進
す
る
イ
ン
フ
レ
へ
の
対
策
を
迫
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

よ
り
大
胆
な
引
き
締
め
の
渦
中
に
あ
る
。
米
国
に
お
け
る
金
融
引
き

締
め
は
、
基
軸
通
貨
の
ド
ル
の
米
国
へ
の
回
帰
流
入
、
つ
ま
り
米
国

外
の
国
に
と
っ
て
の
外
貨
流
出
を
招
く
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に
と
っ

て
は
、
外
貨
の
流
出
に
よ
る
国
内
通
貨
の
価
値
の
下
落
、
そ
れ
に
よ

る
外
貨
債
務
の
実
質
的
な
増
加
に
よ
っ
て
マ
ク
ロ
経
済
が
不
安
定
に

な
る
リ
ス
ク
を
は
ら
む
。

　

こ
の
問
題
は
、
一
九
九
〇
年
代
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
時
と
違
っ
て

国
内
貯
蓄
超
過
の
状
況
に
あ
る
多
く
の
先
行
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に

と
っ
て
は
、
対
処
可
能
な
範
囲
に
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
問
題
は
、

財
政
基
盤
が
脆
弱
で
開
発
資
金
を
外
資
に
依
存
し
て
き
た
後
発
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
対
中
国
債
務
を
中
心
に
財
政
部

門
に
莫
大
な
海
外
借
入
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス

な
ど
で
は
外
貨
不
足
に
陥
る
懸
念
が
強
い
。
二
〇
二
二
年
に
入
っ
て

既
に
南
ア
ジ
ア
の
ス
リ
ラ
ン
カ
で
財
政
デ
フ
ォ
ル
ト
が
、
パ
キ
ス
タ

ン
で
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
緊
急
融
資
の
要
請
が
起
き
て
い
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
問
題
に
は
、
先
述
し
た
「
一
帯
一
路
」
に

よ
る
対
中
国
債
務
の
拡
大
が
関
係
す
る
。
後
発
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
で
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同
じ
問
題
の
連
鎖
が
起
き
る
か
ど
う
か
が
焦
点
で
あ
る
。

　

中
央
銀
行
の
独
立
性
が
保
た
れ
て
い
る
以
上
、
米
国
に
お
け
る
金

融
政
策
そ
れ
自
体
は
政
治
的
な
選
択
の
外
に
あ
る
。
日
本
や
米
国
が

準
備
す
る
べ
き
こ
と
は
、
後
発
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
が
外
貨
不
足
に
陥

る
時
に
、
国
際
的
枠
組
み
や
ア
ジ
ア
の
地
域
協
力
の
枠
組
み
を
適
切

に
活
用
し
て
支
援
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
当
該
国
と
中
国
を
巻
き
込

ん
で
、
開
発
資
金
の
提
供
、
受
け
入
れ
の
管
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て

国
際
協
調
を
主
導
し
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

長
期
的
課
題—

—

産
業
構
造
の
転
換
と
再
分
配

　

今
度
は
逆
に
、
主
に
先
行
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に
焦
点
を
当
て
、
よ

り
長
期
の
視
点
か
ら
の
指
摘
を
し
て
お
き
た
い
。
第
一
は
、
こ
れ
ら

の
経
済
の
産
業
構
造
の
将
来
に
つ
い
て
で
あ
る
。
前
半
で
中
期
的
な

課
題
と
し
て
成
長
を
牽
引
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

と
の
関
係
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
、
よ
り
長
期
の
視
点
で
み
れ
ば
、

先
行
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
製
造
業
の
深
化
、

つ
ま
り
工
業
化
の
進
展
に
よ
る
経
済
成
長
の
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
、

か
な
り
以
前
か
ら
そ
の
頭
打
ち
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年

代
の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
、
組
み
立
て
工
程
と
低
技
術
の
部
品
の
供
給

に
よ
る
成
長
の
限
界
を
踏
ま
え
、
高
付
加
価
値
技
術
に
よ
る
産
業
高

度
化
の
喫
緊
性
が
認
識
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
タ
イ
で
は
一
〇
年
代

半
ば
以
降
に
は
「T

hailand 

４
・
０
、５
・
０
」
と
銘
打
っ
た
次
世
代

産
業
の
育
成
戦
略
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
先
行
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
で

模
索
さ
れ
て
い
る
の
は
、
製
造
業
部
門
の
知
識
・
技
術
集
約
化
に
加

え
、
農
業
・
製
造
業
の
上
流
部
門
を
垂
直
統
合
し
た
サ
ー
ビ
ス
業
、

ア
グ
ロ
・
ベ
ー
ス
の
消
費
財
・
素
材
産
業
、
デ
ー
タ
活
用
型
新
産
業
、

こ
れ
ら
の
国
際
競
争
力
の
獲
得
で
あ
る

　

第
二
は
、
工
業
化
と
大
量
消
費
社
会
に
対
応
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
需

給
バ
ラ
ン
ス
の
問
題
で
あ
る
。
天
然
資
源
賦
与
に
相
対
的
に
恵
ま
れ

て
い
な
が
ら
、
先
行
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
は
早
く
も
二
〇
〇
〇
年
代
に

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
純
輸
入
国
に
陥
り
、
そ
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
は

年
々
高
ま
っ
て
い
る
。
北
東
ア
ジ
ア
と
同
様
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
入
が

経
済
に
と
っ
て
生
命
線
と
な
り
つ
つ
あ
り
、
そ
の
確
保
へ
の
関
心
が

強
ま
る
と
と
も
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
の
取
り
組
み

が
加
速
し
、
一
部
の
国
で
は
原
子
力
の
積
極
的
な
活
用
が
模
索
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
諸
国
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
や
そ

の
調
達
経
路
の
多
様
化
や
シ
ー
レ
ー
ン
の
保
全
に
つ
い
て
、「
自
由

で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」
戦
略
と
同
じ
方
向
を
向
い
て
い
る
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」
の
枠
組
み
の
中
で
、
日
本
や

米
国
に
と
っ
て
、
上
の
二
つ
の
問
題
の
解
決
に
向
け
た
技
術
支
援
や

共
同
開
発
の
取
り
組
み
を
設
計
す
る
こ
と
は
、
比
較
的
容
易
で
あ
る
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し
効
果
的
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
取
り
組
み
を
普
遍
性
の
あ
る
未
来

社
会
へ
の
模
索
と
し
て
世
界
に
訴
求
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　

第
三
は
、
先
行
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
で
顕
在
化
す
る
社
会
保
障
な
ど

再
分
配
に
関
わ
る
経
済
問
題
で
あ
る
。
各
国
で
は
二
〇
〇
〇
年
代
に

は
制
度
的
な
再
分
配
の
設
計
が
政
策
課
題
と
し
て
重
要
度
を
増
し
て

い
る
。
高
度
成
長
に
よ
る
伝
統
的
社
会
の
溶
解
に
よ
っ
て
、
そ
れ
に

担
わ
れ
て
い
た
再
分
配
の
機
能
が
弱
体
化
し
、
制
度
と
し
て
の
教
育

や
社
会
保
障
の
拡
充
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
都
市
化

と
人
口
減
少
も
加
速
し
て
い
る
。一
〇
年
代
ま
で
に
は
各
国
で
年
金
、

医
療
保
健
の
制
度
が
あ
る
程
度
整
備
さ
れ
て
き
た
。

　

他
方
で
、
再
分
配
制
度
の
構
築
に
は
、
経
済
社
会
全
体
の
資
金
リ

ソ
ー
ス
の
大
規
模
な
組
み
替
え
が
欠
か
せ
な
い
。
伝
統
的
エ
リ
ー
ト

の
既
得
権
が
侵
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
ま
た
逆
に
若
い
世
代
で
は
伝
統
的

権
威
へ
の
反
発
も
先
鋭
化
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
国
ご
と
に

事
情
は
異
な
る
も
の
の
、
こ
の
再
分
配
の
政
策
問
題
が
一
〇
年
代
以

降
の
各
国
の
政
治
体
制
の
不
安
定
化
、
特
に
民
主
主
義
プ
ロ
セ
ス
の

機
能
不
全
を
も
た
ら
し
て
い
る
基
底
的
要
因
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
。
同
様
の
問
題
は
中
国
で
も
生
じ
つ
つ
あ
る
が
、
先
行
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
諸
国
の
、
こ
の
問
題
の
克
服
に
向
け
た
支
援
は
、
民
主
主
義
・
法

の
支
配
・
市
場
経
済
の
価
値
を
重
視
す
る
枠
組
み
に
と
っ
て
有
意
義

で
あ
ろ
う
。

経
済
課
題
解
決
の
枠
組
み
作
り
が
重
要

　

結
び
に
、
冒
頭
で
述
べ
た
先
行
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
と
後
発
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
諸
国
の
課
題
レ
ベ
ル
の
違
い
に
立
ち
返
り
た
い
。「
自
由
で
開

か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
そ
の
推
進
者
の

日
本
や
米
国
の
念
頭
に
あ
る
の
は
明
ら
か
に
前
者
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
諸
国
に
と
っ
て
、
中
国
の
外
交
的
・
軍
事
的
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
過
度

な
拡
大
へ
の
警
戒
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
入
経
路
の
確
保
な
ど
、
安
全
保

障
面
の
協
力
関
係
の
強
化
そ
れ
自
体
へ
の
動
機
は
、
確
か
に
あ
る
。

し
か
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
こ
れ
ら
諸
国
を
つ
な
ぎ
止
め
、
積
極

的
な
参
加
を
促
す
た
め
に
は
、
こ
こ
ま
で
述
べ
た
よ
う
な
経
済
課
題

の
解
決
を
支
援
す
る
枠
組
み
の
整
備
に
留
意
す
る
余
地
は
あ
ろ
う
。

　

他
方
、後
者
の
う
ち
カ
ン
ボ
ジ
ア
、ラ
オ
ス
、ミ
ャ
ン
マ
ー
は
、パ
ー

ト
ナ
ー
と
い
う
よ
り
は
経
済
困
難
や
政
治
的
混
乱
の
現
状
に
対
す
る

支
援
の
対
象
で
あ
る
。
現
下
の
世
界
の
マ
ク
ロ
経
済
環
境
の
激
変
に

お
け
る
経
済
の
安
定
へ
の
支
援
（
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
）
や
、
破

綻
し
た
政
治
秩
序
の
回
復
へ
の
働
き
か
け
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
が
政
策

協
調
の
課
題
と
な
る
。
そ
れ
で
い
て
、
こ
れ
ら
の
地
域
と
課
題
は
米

中
体
制
間
競
争
の
最
前
線
に
位
置
し
、
本
質
を
含
ん
で
い
る
。

　

わ
れ
わ
れ
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に
対
し
て
、
よ
り
多
角
的
な
協

力
関
係
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
打
ち
出
し
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
●




